






















































































｢これは 臓草が盛んに栽培されていた頃の写真である もう三 卜数年前のもので



























野いちご,秋は七草 ･たけ刈 ･よもぎ ･柏の葉,そして,スミレ･タンポポ
などという植物が出てくる｡
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**4-･5 **6 **7-17 **16





















































るが行商,そして渡 り職人が廻って くる｡その様子をつぎのように記 してい
*9
る｡
トー フ屋 桶をかついで鐘を鳴らしながら ｢アゲ,トー フ｣といって毎朝きた｡





























の頃,農村を廻 ったのは,そ こに村人の確かな生活があったか らである｡
註
(1)早島町については,『岡山県大百科事典 下巻』1980年 山陽新聞社 534-535ページ,
『角川日本地名大辞典 33岡山県』1989年 角川書店 911-913ページ｡なお,『早島の歴
史』全4巻 第1巻は1997年 ･他は1998年度 早島町｡
(2)この ｢物産会社｣は早島物産合資会社であろう｡同社は,1894(明治27)年設立,
1900(明治33)年解散の早島物産会社を受けて,1900(明治27)年4月に設立されたも
ので,1911(明治44)年に解散し,早島物産商会となった｡早島物産合資会社はこの
間,41万7640本,356万5800円を生産した (拙稿 ｢主要商業地早島町における蘭産業｣
『岡山大学経済学会雑誌』第29巻第4号 78ページ)｡
(3)帯江鉱山は倉敷市帯江にあり,明治末期から昭和初期にかけて藤田租 (同和鉱業株式
会社に合併)によって塚行されたが,廃山となった｡黄銅鉱,方鉛鉱,閃亜鉛鉱を採掘
し,一部は現地で精練を行なった (『岡山県大百科事典 上巻』529ページ).
(4) 『山陽新聞』1910(明治43)年6月13日には前日6月12日に催された国鉄宇野線の各
駅での開通式の模様が報じられている｡早島町については,早島駅の構内中央に長さ8
間の竿頭が立てられ,そこから蜘妖手に引かれた綱に小国旗が,また構内にも小国旗が
掲げられたこと,駅前には ｢祝開通｣と記された花延による高さ3間の大泉門が張ら
れ,駅から市街までの120間には小国旗,提灯が吊られ,早島小学校児童の習字が掲げ
られたこと,町内各戸軒先に国旗が翻り,一般休業したこと,駅前には清酒3挺を備え
て無料で公衆に供せられたこと,駅の東では自転車競争があり,汽車の発着ごとに花火
が打ち上げられたこと,夜には青年団点による国旗及び提灯行列が行なわれた筈であ
ること,などと記している｡
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